
ぽ
併
合
同
O
E
F
H
V
M
M
F

，Ra

そ
飲
ま
せ
た
る
置
児
に
茸
働
を
受
け
る
漣
舗
賦
稼
薗
令
桑
棄
に
塗
附
し
て
誠
食
会
行
ひ
た
る
揖
合
該
菌
は
消
食
管
内

て

句
「
勧
F
問
。

の
作
用
te受
件
υ、
糞
中
に
出
現
す
る
獣
少
く
な
h
v
E

回、
F
W問
。

の
作
用
ぜ
る
ニ
ざ
を
明
に
認
め
ら
る
。
さ
九
雪
国

wpazo-

同

V
F酔
問
。

t
q
飲
ま
せ
て
軟
化
病
の
治
療
殻
呆
は
未
だ
之
そ
明
か
に
せ
守
。

西
瓜
蔓
割
病
の
病
原
菌
作
れ
就
い
て

京
都
帝
国
大
事
農
事
部

鈴

ま住

橋

木

西
瓜
事
調
病
卸
も

a'宅
伊
仲
代

2
M
M
a
-
O
z
a
-
-
"

は
苔
固
で
は
蔓
割
病
さ
稿
し
、
争
地
じ
量
生
し
て
居
ち
ま
す
。
私
は
昭
和
二
年
ス
月
ょ
の
逸
見

教
授
指
導
の
下
に
杢
病
の
研
究
を
行
っ
て
居
ま
す
が
、
霊
に
其
}
部
分
、
特
に
病
原
菌
の
種
類
及
び
性
質
に
闘
す
る
鈷
を
お
世
表
致
し
度
い
さ

思
ひ
ま
す
。

私
は
主
さ
し
て
奈
良
献
に
産
し
ま
し
た
敏
害
西
瓜
か
ら
普
通
桧
で
百
僻
系
の
出

E
言
-
国
珊
薗
を
分
躍
し
ま
し
た
が
、
之
等
の
培
養
基
上

に
出
来
大
大
型
分
体
胞
子
か
ら
、
夏
に
、
撃
一
胞
子
分
障
に
ほ
っ
て
十
八
系
統
の
純
梓
培
聾
を
作
。
、
夫
等
を
材
料
さ
し
て
、
種
々
の
賓
融

お
官
行
ひ
ま
し
た
。

先
づ
之
等
十
八
系
統
を
十
種
類
の
培
養
基
今
用
ひ
、
比
較
培
聾
を
致
し
ま
し
た
が
、
之
等
十
八
束
の
も
の
は
各
似
寄
っ
た
性
質
に
依
っ
て

大
観
第
九
腕
菌
型
、
第
十
暁
薗
型
草
刈
び
第
十
三
蛾
菌
型
の
三
群
に
分
っ
こ
さ
が
由
来
ま
し
た
。
此
番
観
は
私
共
の
師
究
室
の
培
養
の
保
存
番

験
に
過
ぎ
ま
せ
ん
o

A
工
例
さ
し
て
、
二
%
の
鏑
葡
倍
加
岡
崎
鈴
饗
世
帯
天
培
養
基
上
に
現
は
れ
ま
し
た
性
質
の
極
く
大
略
を
申
し
念
ず
れ
ば

西
瓜
蔓
聞
出
"
の
病
堕
菌
に
就
い
て

二
七
五



高
凹
瓜
竃
側
出
明
の
病
原
閣
に
就
い
て

二
七
六

第
九
時
恥
薗
は
袋
中
薗
締
は
始
め
は
白
色
で
あ
り
ま
す
が
後
黒
褐
色
さ
な
り
、
峰
肉
色
の
も
さ
い
不
ポ
ロ
ド
キ
ア
を
形
成
し
‘
培
養
基
h
z
黒
栂

色
に
着
色
し
ま
し
た
。
第
十
磁
薗
は
谷
中
繍
締
は
白
鳥
結
色

ω大
き
い
丸
ポ
ロ
ド
キ
ア
を
形
成
し
、
位
帽
聾
基
を
摘
は
か
に
紫
紅
色
に
著
色
し

ま
し
た
。
第
十
三
犠
薗
は
察
中
菌
締
令
殆
ん
き
形
戒
せ
守
、
魅
肉
色
の
ピ
オ
ン
ノ
1
ト
を
形
成
し
.
培
養
基
を
僅
か
に
紫
紅
色
日
著
色
し
ま

した
。

次
ぎ
に
岡
枕
議
主
上
に
形
成
せ
ら
れ
ま
し
た
大
型
分
生
胞
子
の
影
活
必
地
較
し
ま
す
に
.
第
九
韓
薗
は

憧
ル
至
五
箇
の
隔
映
を
有
し
、
第
十
岨
滅
菌
は
ど
-
E
e
i
同
T

・混
X
u
-
-ゃ
l

主
主

】
申
・
以
ー
さ
・H
A
日×民・
山由-
T
砕
き
、

一
箇
乃
至
三
箇
の
隔
膜
を
有
し
.
第
十
三
陣
抗
菌
は

』日『・叫明
1
1

-pzxu-Ev
ム
-g、
-
箇
乃
至
三
筒
の
隔
膜
セ
有
し
て
居
り
ま
し
た
。
上
記
の
如
く
、
三
系
統

ω聞
に
明
瞭
な
差
を
龍
め
ま
し
た
が
、
培
養

基
の
種
類
に
依
hv影
越
に
多
少
の
差
は
生
じ
ま
し
た
。

-
弐
じ
右
の
一司
一
系
統
薗

ω菌
締

ω齢
別
育
に
及
ゆ
す
各
種
温
度

ω影
智
治
東
北
拾
の
直
径
を
測
定
す
る
為
法
で
比
較
研
究
致
し
ま
し
た
o
第
九
披

及
び
第
十
三
蝿
菌
は
醤
油
、
馬
鈴
薯
及
び
乾
脊
煎
汁
寒
天
培
養
基
上
に
て
は
何
れ
も
鵠
氏
二
四

1
2三
度
で
最
a
h
健
育
良
く
‘
凶

O
版
以
上

に

τは
mn宵
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
之
に
民
し
て
.
第
十
蹴
菌
は
乾
脊
寒
天
培
養
基
上
で
は
第
九
曜
及
び
第
十
三
蹴
蘭
さ
鞭
育
重
油
温
度
は
同

嫌
で
あ
り
ま
し
た
が
‘
馬
鈴
薯
及
川
リ
醤
油
寒
天
培
聾
基
上
で
は
二
八

l
竺
一
二
度
で
韓
宵
，
か
最
も
良
仔
で
、
何
れ
れ
川
培
養
基
上
で
も
四
回
度
以

上
に
至
っ
て
量
背
を
止
め
ま
し
た
。

衣
に
薗
緋
の
費
宵
に
及
品
悼
す
培
養
液
の
刊
の
影
響
令
馬
鈴
薯
煎
汁
液
に
二
%
術
衡
情
を
加
へ
た
培
養
液
を
植
塩
酸
及
び
苛
性
背
謹
波
で

m

-』写

O
l八
・
四
じ
修
正
し
て
賓
融
放
し
ま
し
た
。

一一
一
系
統
共
巳
同
三
・

o
i八
・
四
の
庚
い
範
閣
内
に
渡
っ
て
量
育
し
主
し
ナ
が
、
第
九
務
菌

は
M
-ハ
・
六
!
七
え
.
第
十
蛾
薗
は
州
五
・
ニ
上
ハ
・
六
、
第
十
三
観
薗
は
川
五
・
ニ
よ
ハ
・

O
で
最
-h
阜
、
護
育
激
し
&
し
た
。



次
に
本
菌
培
養
溶
液
中
に
西
瓜
及
川
J

量
一
廷
の
薫
葉
会
持
入
し
て
本
菌
培
聾
櫨
波
山
崎
駅
物
に
針
す
る
毒
性
的
調
鹿
を
比
碇
致
し
ま
し
ね
，
か
、

三
一
系
統
共
に
西
瓜
に
針
レ
て
は
萎
凋
や
島
町
き
し
め
、
置
豆
に
針
し

τは
或
相
場
合
は
蕃
凋
そ
原
因
し
.
成
場
合
は
葉
に
圃
形
茸
他
の
黒
色
艇
動

を
形
成
せ
し
む
る
事
十
管
制
や
ま
し
た
。
而
し

τ.
謙
作
用
は
務
養
漉
液
ぞ
再
燕
溜
水
で
五
培
ま
で
稀
揮
し
ま
し
て
も
現
隠
れ
ま
し
た
が
‘
稀

値押
さ
共
に
其
作
用
は
弱
め
ら
れ
忘
し
た
。

安
ぎ
に
第
養
漉
液
を
コ
ツ
ホ
薬
鋪
殺
菌
器
内
で
一
時
間
加
熱
し
ま
し
た
ら
内
濁
そ
生
じ
、
之
に
西
瓜
及
び
置
豆
の
蓮
葉
を
婦
入
し
て
も
.

殆
ん
合
意
作
用
は
現
は
れ
ま
ぜ
ん
で
し
た
。

世叫ぎ

c.
分
生
晦
子
川
リ
漁
軸
畑
に
対
す
る
抵
抗
力
を
地
穂
致
し
ま
し
た
。
管
験
方
法
ざ
し
ま
し
て
は
一
%
藤
慣
や
加
へ
主
し
た
馬
鈴
薯
煎
汁

波
を
作
0
.
其
反
躍
を
間
三
・
六
、
同
・

7
0、
岡
七
・
ム
ハ
の
三
種
に
調
節
し
・
各
液
セ
五
日
宛
試
験
管
じ
入
れ
‘
失
等
に
胞
子
を
晶
入
し
砲
子

懸
垂
液
ヤ
作
り
‘
嵐
氏
五
五
慢
の
潟
水
中
ζ

一
定
時
間
宛
持
入
し
て
其
生
死
を
調
べ
ま
し
た
。
其
結
果
に
依
り
ま
す
さ
同
一
衛
胞
子
で
-b
反

胞
の
異
る
に
崎
撮
り
括
抗
が
異
り
ま
し
た
が
.
第
九
蛾
薗
は
最
も
弱
く
.
第
十
三
暁
繭
之
に
失
ぎ
.
第
十
韓
菌
が
最
強
い
事
・
か
判
り
ま
し
た
。

月
上
の
慌
じ
西
瓜
よ
O
分
醸
し
ま
し
た
包
E
5
5
薗
に
は
少
〈
ざ
色
彩
感
皐
的
並
に
生
理
息
均
に
異
る
三
型
の
あ
る
事
は
別
で
あ
り
ま

す
が
、
之
等
を
西
瓜
じ
援
種
し
ま
す
き
何
れ
A
病
原
性
を
有
し
・
趨
じ
恥
剥
し
て
は
腐
敗
、
立
祐
、
萎
凋
等
を
基
困
し
.
成
長
し
た
も
の
に
針

キ
L

は
萎
凋
或
は
聾
剣
道
さ
せ
る
聖
か
出
来
ま
し
た
。

西
瓜
萎
凋
病
病
原
山
間
ざ
し
て
一
般
に
承
認
せ
ら
れ

τ曽
O
志
す
ち
の
は
.
商
瞥
一
八
札
四
年
開
・
同
・
官
事

氏
に
よ
っ
て
始
め

τ護
見

命
名
せ
ら
れ
ま
し
た

3
事
S
F
5
2
5
で
あ
り
志
す
・
か
、
此
薗
さ
上
遣
の
菌

z
e比
較
し
ま
す
に
、
第
十
三
貌
薗
が
a
m
a
h
遅
い
持
費
を
有

し
て
揚
る
事
が
判
り
ま
し
た
。
他
の
二
型
は
著
し
〈
圃
拘
ウ
て
宮
る
の
で
あ
り
ま
す

西
瓜
蔓
鯛
宙
開
の
病
原
襖
に
低
い
て

二
七
七



木
材
防
勝
剤
ド
測
す
る
私
見

二
七
八

此
等
三
型
の
も
の
か
異
る
種
で
あ
る
か
、
同
一
種
中
的
異
る

民間。

-dmn『
・

2
5切
で
あ
る
か
は
未
だ
断
定
し
得
ま
せ
ん
が
、
き
う
も
異
つ

土
語
慣
の
様
に
思
は
れ
ま
す
。
従
つ

τ、
西
瓜
萎
割
問
病
病
原
菌
は
匂
-
a
S喜
一
種
類
で
は
な
〈
.
少
く
さ
も
他
に
二
種
類
以
上
あ
る
も
の
さ

思
は
れ
ま
す
か
ら
、
組
陣
防
瞳
除
の
方
法
を
攻
究
す
る
に
宮
つ
て
は
.
多
大
の
桂
意
を
此
$
賓
に
向
叫
υ
ね
ば
間
建
ぞ
生
今
る
恐
れ
が
あ
る
さ
思

川
U
事
品
目
半
'
。

木

材

防

腐

聞

に

闘

す

る

私

見

鎖
道
省
鴫
託

笠

幹

夫

弁

お
詰
め
順
序
te漣
に
致
し
ま
し
て
今
日
市
中
述
べ
ん
ざ
す
る
事
柄
の
結
論
か
ら
申
上
け
る
事
さ
致
し
ま
す
。

今
日
此
の
方
面
白
歯
学
聞
が
吾
々
に
教
へ
て
呉
れ
て
ゐ
る
匙
は
、

(1) 

沸
場
動

ω低
い
芳
香
性
鋭
化
水
素
が
有
効
で
あ
る
司

併
し
此
等
の
も
の
は
人
告
に
毒
性
が
あ
り
ま
す
の
で
住
宅
に
於
り
る
使
用
範
聞
は
自
ら
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

(2) 

帰
化
物
さ
枇
素
化
合
物
さ
は
大
に
賞
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
、

此
等
の
も
の
が
水
に
溶
か
さ
れ
て
木
材
外
に
洗
ひ
流
き
る
L
橡
を
防
止
す
る
露
め
に
は
ツ
p
y
z
ニ
l
p
メ
タ
シ
群
の
塩
基
性
色

索
令
混
用
す
る
に
飢
く
は
な
い
。

(3 

グ

レ

オ

y
1
ト
泊

ω防
腐
効
力
を
精
準
せ
L
む
る
に
は
キ
ジ
ロ

l

p
若
く
は
其
れ
に
類
臥
の
低
い
梯
晦
艶
を
有
す
る
炭
化
水
素
に


